
数学Ⅰ ２次方程式の解法 ( )年( )組( )番( )
じ ほ う て い し き か いほう

ax
2
＋bx＋c＝0 の 形 の方程式を( )という。( a, b, cを定数，a ≠ 0 )

か たち ほう てい しき て いすう

この 2 次方程式を成り立たせる文字 xの 値 を( )といい，解をすべて求めることを
じ ほ う て い し き な た も じ あた い かい もと

その (2次方程式を く)という。 ※ 2次方程式の解は 2 個以内
じ ほ う て い し き じ ほ うて いし き か い こ い ない

x
2
＋ x－ 2 ＝ 0の解を xに 値を代 入 して求める。 ※掛けて－2 になる数で調べる。

か い あた い だ いに ゅう もと か かず しら

x＝－2 のとき , (左辺)＝( )2
＋( )－ 2 ＝( )

さ へ ん

x＝－1 のとき , (左辺)＝( )2
＋( )－ 2 ＝( )

さ へ ん

x＝ 1 のとき , (左辺)＝( )2
＋( )－ 2 ＝( )

さ へ ん

x＝ 2 のとき , (左辺)＝( )2
＋( )－ 2 ＝( )

さ へ ん

左辺が 0 になるのは ( x＝ , )であり，これが解になる。
さ へ ん かい

因数分解による解法
い んす うぶ んか い か いほう

A × B ＝ 0 の解は A＝ 0 または B＝ 0 になることを利用する。
かい り よ う

① 2 x2
＋x－1＝0の左辺を因数分解すると， ② 2 x2

－4 x＝0の左辺を因数分解すると，
さ へ ん いん すう ぶん かい さ へ ん いん すう ぶん かい

( 2 x－ ) ( x＋ )＝0 2 x ( x － )＝0

( 2 x－ )＝ 0 または ( x＋ )＝ 0 2 x＝ 0 または ( x－ )＝ 0

( 2 x－ )＝ 0 のとき，( x＝ ) 2 x ＝ 0 のとき，( x＝ )

( x＋ )＝ 0 のとき，( x＝ ) ( x－ )＝ 0 のとき，( x＝ )

( x＝ , ) ( x＝ , )

③ x2
－36＝0の左辺を因数分解すると， ④ 4 x2

－12 x＋9＝0の左辺を因数分解すると
さ へ ん いん すうぶ んか い さ へ ん い んすう ぶん かい

(x－ ) (x＋ )＝0 ( x － )2
＝ 0

(x－ )＝ 0 または (x＋ )＝ 0
( x－ )＝ 0 のとき，( x＝ )

(x－ )＝ 0のとき，(x＝ )

(x＋ )＝ 0のとき，(x＝ ) x＝( ) (重 解) ※解が重なった
じ ゅう かい かい かさ

x＝( , )

※ x＝(± ) と書いてもよい。
か

平方根の 考えを用いる解法
へい ほう こん かん が も ち か いほ う

a x2
－c＝0 や( x＋ p )2

＝ q の 形 の 2 次方程式は平方根の 考えを用いる。
か たち じ ほう てい しき へい ほう こん かん が も ち

① x2
－ 4 ＝0 ②( x＋ 2 )2

＝ 4

x2
＝( ) x＋ 2 ＝(±Ö )＝(± )

x＝(±Ö ) x＝( ± )

x＝( ) x＝( , )

２次方程式の解の公式よる解法
じ ほう てい しき かい こう しき かい ほう

ax
2
＋ bx＋ c ＝ 0 を( x＋ p )2

＝ qの 形 に変形すると
か たち へん けい

b b2
－ 4 a c －b ±Ö b2

－ 4 a c(x＋ )2
＝ より , x＝ (公式)こ うし き

2 a 4 a2 2 a

※ b
2
－ 4 a c ＜ 0 のとき，解はない。それ以外は，すべて公式で解くことが出来る。

かい い が い こ うし き と で き

① x2
＋ 3x＋ 2 ＝ 0 ② 3 x2

＋ 5 x＋ 2 ＝ 0

( a ＝ 1 , b ＝ , c＝ ) ( a ＝ , b ＝ , c＝ )

±Ö ±Ö
x＝ x＝


